
年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 2

対象学年組： 3 学年選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

千早

実数
・絶対値

１次不等式
・不等式の基本性質
・不等式の表す範囲
・不等式とその解
・連立不等式
・絶対値を含む方程式・不等式

【知識及び技能】
・不等式の意味と性質（大小関係の保存・不等号の向きの
変化）を理解できているか。
・連立不等式の解法を理解し、正確に処理できているか。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題の条件から不等式を立式し、適切な解法を選んで論
理的に解を導くことができているか。
・数直線を使って、範囲や条件を視覚的に捉え、複数の不
等式の関係を整理できているか。

【学びに向かう力、人間性等】
・計算ミスや符号の取り扱いの難しさを乗り越えようと、粘
り強く取り組む姿勢を持つことができているか。。
・解の意味や条件を丁寧に確認する中で、論理的に考え
抜く態度を身につけているか。

○ ○

○

○ ○ ○ 4

配当
時数

１
学
期

単元「第1章　多項式」
【知識及び技能】
・展開や因数分解の計算を正確に、かつ効率
的に行えるようにする。
・式の構造を捉えて、因数分解の方法を選択
できるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・式の変形の意図を理解し、それに応じた操
作を選択できる。
・解き方が複数ある問題に対して、より簡潔・
効果的な方法を判断し、説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・間違いを通して自分の理解を見直し、前向
きに改善しようとする姿勢を持つ。

日常の問題や他の数学分野（関数・図形な
ど）とのつながりを意識しながら、数学への関
心を高めていく。

多項式と加法・減法・乗法
・多項式の乗法
・展開の工夫

因数分解
・共通因数
・公式の利用
・いろいろな因数分解
・たすきがけによる因数分解

【知識及び技能】
・展開や因数分解の計算を正確に、かつ効率的に行える
か。
・式の構造を捉えて、因数分解の方法を選択できるか。

【思考力、判断力、表現力等】
・式の変形の意図を理解し、それに応じた操作を選択でき
るか。
・解き方が複数ある問題に対して、より簡潔・効果的な方
法を判断し、説明できるか。

【学びに向かう力、人間性等】
・間違いを通して自分の理解を見直し、前向きに改善しよ
うとする姿勢を持つことができているか。

日常の問題や他の数学分野（関数・図形など）とのつなが
りを意識しながら、数学への関心を高めることができてい
るか。

○

1

単元「第３節　一次不等式」
【知識及び技能】
・不等式の意味と性質（大小関係の保存・不
等号の向きの変化）を理解する。
・連立不等式の解法を理解し、正確に処理で
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題の条件から不等式を立式し、適切な解
法を選んで論理的に解を導けるようにする。
・数直線を使って、範囲や条件を視覚的に捉
え、複数の不等式の関係を整理できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・計算ミスや符号の取り扱いの難しさを乗り越
えようと、粘り強く取り組む姿勢を育てる。
・解の意味や条件を丁寧に確認する中で、論
理的に考え抜く態度を身につける。

○

○

10

定期考査

事象を数学化したり、数学的に解釈したり、表現・処理する技能を身に着けることができる。

○ ○ 4

単元「第2節　実数」
【知識及び技能】
・実数の概念（有理数・無理数を含む）を理解
し、数の分類ができるようにする。
・根号を含む式の基本的な計算（加減乗除・
有理化など）を正確に行う技能を身につけ
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・式の形に応じて適切な計算方法を選び、合
理的に処理できる。
・根号を含む式を他の表現（平方根、指数表
記）に変えることで、問題の意味をより深く理
解しようとする。

【学びに向かう力、人間性等】
・根号の計算でミスが起こりやすいことを体感
し、地道な計算の大切さや見直しの習慣を身
につける。

既習の計算技能（中学までの四則計算や文
字式の計算）を活用しながら、自分の理解を
深めていく態度を育てる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

実数
・有理数

根号を含む計算
・平方根
・平方根を含む式の計算
・分母の有理化

【知識及び技能】
・実数の概念（有理数・無理数を含む）を理解し、数の分類
ができるか。
・根号を含む式の基本的な計算（加減乗除・有理化など）を
正確に行う技能を身につけることができているか。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・式の形に応じて適切な計算方法を選び、合理的に処理で
きるか。
・根号を含む式を他の表現（平方根、指数表記）に変えるこ
とで、問題の意味をより深く理解しようとしているか。

【学びに向かう力、人間性等】
・根号の計算でミスが起こりやすいことを体感し、地道な計
算の大切さや見直しの習慣を身につけることができている
か。。

既習の計算技能（中学までの四則計算や文字式の計算）
を活用しながら、自分の理解を深めていく態度を身につけ
ているか。。

自ら進んで数学を活用し、粘り強く課題に取り組む
とともに、課題解決の過程を振り返って考察を深
め、改善・発展させる態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

数学 数学演習
数学 数学演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

各内容についての基本的な概念や原理・法則などを
理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解
釈したり、表現・処理する技能を養う。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象
の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展
的に考察する力、数学的な表現を用いて、事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

進進　数学Ⅰ

数学

数学的な表現を用いて、事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に着けることができる。

粘り強く課題に取り組み、課題解決の過程を振り返って考察を深め、改善・発展させる態度が見られる。

数学演習

【 知　識　及　び　技　能 】



３
学
期

1
定期考査

○ ○

17

２
学
期

○ ○

定期考査
○ ○

・鋭角の三角比
・三角比の拡張
・正弦定理と余弦定理
・図形の面積

【知識及び技能】
・鋭角・鈍角における三角比（sin, cos, tan）の定義と値を理
解し、基本的な計算ができているか。
・正弦定理・余弦定理を使って、三角形の辺の長さや角度
を求めることができるか。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題の条件に応じて、正弦定理・余弦定理のどちらを使
うべきか判断できているか。
・三角比を使って、図形の計量や空間の関係性を捉え、論
理的に説明・表現する力を持つことができているか。

【学びに向かう力、人間性等】
・途中計算や関係式の誤りに気づき、自らの思考過程を振
り返りながら修正する態度を身につけているか。
・図形の計量の面白さや奥深さに触れ、粘り強く思考する
力と探究心を持つことができているか。

単元「第3節　二次関数と方程式・不等式」
【知識及び技能】
・平方完成や公式を用いて、関数の頂点や軸
を求め、それに基づいて値の変化を把握でき
る。
・二次関数に関する方程式・不等式を解き、
解の範囲を数直線で表す技能を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題の条件から最大・最小が出現する場面
を正しく判断し、適切な解法を選択して解決
する力を育てる。
・二次関数のグラフと方程式・不等式の関係
を結びつけながら、複数の解法を比較・選択
できる力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
・計算の正確さと論理の筋道を重視し、自分
の解答を見直す姿勢を身につける。
・グラフや式から意味を読み取る活動を通し
て、粘り強く探究しようとする学びの姿勢を育
てる。

関数
・２次関数の最大・最小
・２次関数と方程式・不等式

【知識及び技能】
・平方完成や公式を用いて、関数の頂点や軸を求め、それ
に基づいて値の変化を把握できる。
・二次関数に関する方程式・不等式を解き、解の範囲を数
直線で表す技能を身につけているか。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題の条件から最大・最小が出現する場面を正しく判断
し、適切な解法を選択して解決する力を身につけている
か。
・二次関数のグラフと方程式・不等式の関係を結びつけな
がら、複数の解法を比較・選択できる力を持つことができ
ているか。

【学びに向かう力、人間性等】
・計算の正確さと論理の筋道を重視し、自分の解答を見直
す姿勢を身につけているか。
・グラフや式から意味を読み取る活動を通して、粘り強く探
究しようとする学びの姿勢を持つことができているか。

単元「第1章　第1節　場合の数と確率」
【知識及び技能】
・順列や組合せの定義と公式を理解し、適切
に使いこなせる。
・基本的な場合の数を使って、総数を正確に
求められる。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題の構造を把握し、順列・組合せ・確率の
どの考え方を使うべきか判断して活用でき
る。
・樹形図や表、数式を用いて、自分の考えを
整理・表現しながら正しい答えにたどりつけ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・試行錯誤を通して、地道にすべてのケース
を確認する姿勢や、ミスを恐れず挑戦する態
度を育てる。
・「どんなときに何通りある？」という問いを自
ら立て、探究しようとする好奇心と論理的思
考力を養う。

・場合の数
・順列・組み合わせ
・確率とその基本性質

【知識及び技能】
【知識及び技能】
・順列や組合せの定義と公式を理解し、適切に使いこなせ
ているか。
・基本的な場合の数を使って、総数を正確に求めることが
できるか。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題の構造を把握し、順列・組合せ・確率のどの考え方
を使うべきか判断して活用できるか。
・樹形図や表、数式を用いて、自分の考えを整理・表現し
ながら正しい答えにたどりつけるか。

【学びに向かう力、人間性等】
・試行錯誤を通して、地道にすべてのケースを確認する姿
勢や、ミスを恐れず挑戦する態度をみにつけることができ
るか。
・「どんなときに何通りある？」という問いを自ら立て、探究
しようとする好奇心と論理的思考力を持つことができてい
るか。

関数
・２次関数のグラフ
・平方完成
・グラフの平行移動

【知識及び技能】
・二次関数の標準形を理解し、それぞれの特徴を理解して
いる。
・与えられた条件（点を通る、最大値を取る、等）から二次
関数の式を決定できる。
・二次関数のグラフを利用して、関数の最大値・最小値を
読み取ったり、求めたりできるか。

【思考力、判断力、表現力等】
・与えられた条件や情報から、グラフや式を適切に選択・
判断して問題が解決できるか。
・図や式を活用して、最大・最小の値や関数の変化の様子
を視覚的・論理的に説明できるか。

【学びに向かう力、人間性等】
・関数のグラフを通じて、数量や関係を視覚的・直感的に
理解しようとする意欲を身に着けているか。

○ ○

定期考査
○ ○

単元「第4章　図形と計量」
【知識及び技能】
・鋭角・鈍角における三角比（sin, cos, tan）の
定義と値を理解し、基本的な計算ができる。
・正弦定理・余弦定理を使って、三角形の辺
の長さや角度を求められる。

【思考力、判断力、表現力等】
・問題の条件に応じて、正弦定理・余弦定理
のどちらを使うべきか判断できる。
・三角比を使って、図形の計量や空間の関係
性を捉え、論理的に説明・表現する力を育て
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・途中計算や関係式の誤りに気づき、自らの
思考過程を振り返りながら修正する態度を育
てる。
・図形の計量の面白さや奥深さに触れ、粘り
強く思考する力と探究心を養う。

単元「第２章　第１節　二次関数」
【知識及び技能】
・平方完成を通して、グラフの軸・頂点の位置
を式から読み取れるようにする。
・グラフの平行移動を式と結びつけて理解し、
予測・描画ができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・

【学びに向かう力、人間性等】
・関数のグラフを通じて、数量や関係を視覚
的・直感的に理解しようとする意欲を養う。

○ 10

１
学
期

78

1

1

1

13

15


